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自 己 学 習 能 力 を 育 て る 総 合 学 習 の 授 業 構 成
一小六総合学習「地球と私たち」を手がかりに－
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１。はじめに
学習指導要領は，その総則に「自ら学ぶ意欲と社会
の変化に主体的に対応できる能力の育成」を新たに明
記した。こうした指導要領の新たな動向に対応して，
匚自己学習能力の育成」を目指した研究が各地で進め
られている。
これらの研究を見ると，従来の教科や領域の枠内で
自己学習能力の育成をはかろうとする研究と，総合学
習などの新たな領域を設定し，再編成した教育課程の
もとで自己学習能力の育成をはかろうとする研究とに
大別できる。
ところが，これらの研究では，「『自己学習能力』に
ついての概念が，研究・実践において多義的に使用」
されており，厂子どもの『自己学習能力』 の本質を明
らかにすること」，匚授業 の創造と子どもの『自己学習
能力』の育成との関係を明らかにすること」が，課題
として指摘されている謬
そこで，本小論では，自己学習能力を育成しようと
する理論的・実践的研究を検討し，仮説的に構想し実
践した総合学習「地球と私たち」を手がかりに，自己
学習能力を育てる総合学習の授業構成を認知心理学的
視点から考察する。
２。自己学習能力を育てる総合学習の構想
（1） 自己学習能力の育成を意図した理論的研究の検
討
自己学習能力の育成を意図した理論的研究としては，
「自己学習能力を育成する必要性」を明らかにし，「‾具
体的な方策」を示唆する認知心理学 の研究成果を取り
上げる。Ｏ具体的な認知心理学の研究成果は， 次のよ
うに指摘できる。
①　人間は能動的な存在であり，自らの概念的枠組み
をもって，外界と相互交渉しつつ，成長していく存
在である。
②　自己学習能力は，学びたいという動機と学ぶため
の技能によって構成される。
峯　 岸　 由　 治
(埼玉県草加市立八幡小学校)
学びたいという動機 は，知的好奇心と向上心 もし
くは効力感によって構成される。また，功利的動機
や愛他心や正義感といった社会的な内発的動機も重
要である。
学ぶための技能は，言語技能，情報収集技能，情
報分析技能，自己評価技能などが必要とされる。
③　人間は，本来知的好奇心に富んだ存在である。し
かし，知的好奇心は自生的に発達するのではなく，
環境との相互交渉により強められたり，弱められた
りする。
④　知的好奇心を強化し伸ばす方法は，次のように指
摘できる。
○　学習者が主体的に選択したり，自由に探索したり
できる余地を大きくする。
Ｏ 「驚き」や「疑問」を喚起し，充足する。
「驚き」や「疑問」を喚起するには，次のような条
件を持った教材が有効である。
・既習の知識や経験にないもの，あるいは説明できな
いもの。
・既習の知識や経験からの予測とは異なるもの。
・既に持っている知識や経験の不正確さを意識させる
もの。
○　 喚起された知的好奇心の解消にあたっては，主体
的に情報を収集し，知的好奇心を充足するといった
経験が重要である。
○　友達とのやりとりは知的好奇心を引き起こしたり，
強めたりする上で重要である。
⑤　 効力感が形成されるためには，自発的な努力や行
動によって事態が変わるという体験が重要である。
⑥　 効力感を育てるための方法は，次のように指摘で
きる。
○　 自分の進歩の後が分かる評価を工夫する。
○　自分の能力を最大限に使うことの意義や楽しさを
体験させる。
○　非評価的雰囲気の中で，自発的な自己選択をさせ
る。
-25-
○　仲間同士の教え合いや競争を促す。
⑦　学ぶための技能を育てる方法は，次のように指摘
できる。
○　学習の目標や内容
，方法に対する児童の選択の機
会を取り入れること。
○　知的好奇心を充足するための情報の収集
，操作，
吟味などを学習者自身が行うこと。
○　学習の進捗状況を学習者自身が評価し，検討する
こと。
すなわち
，自己学習能力は，学ぶ意欲と学ぶための
技能によって構成されているのである
。さらに，学ぶ
意欲は
，知的好奇心と効力感（向上心）によって構成
されているのである
。学ぶための技能とは，学びたい
事柄について必要な情報を収集し，操作し，吟味でき
る能力である。
そして
，自ら学ぶ力を構成するそれぞれの要素は，
学ぶ意欲の触発が学習者の学習行動を促し
，触発され
た知的好奇心を充足するための情報の収集
，操作，吟
味といった活動が学ぶための技能の獲得を促すととも
に学ぶ意欲聚より強化するというように相互に関連し
ているのである。
また
，上記の研究成果に関連して，無藤氏は，自己
学習能力を育てる教育実践として
，厂オープンスクー
ル」
，厂ケラープラン（個別教授システム）」，厂子ども
同士の教えあい
」の三つを紹介している。
さらに
，自己学習能力を育てる授業では，「学ぶ喜
びをもたせ
，出来るだけ自発的な性格をもち，好奇心
を引きつけ
，創造性を引き起こし，効力感を高め，メ
タ認知を促す」ことが必要であり，「学習者の自発哇・
能動性をどれほど認めるか」が要点となると指摘して
いる。③
つまり
，自己学習能力の育成を目指した授業構成に
関する研究では
，自己学習能力の構造と授業目標や学
習内容
，及び学習方法との関連を説明する必要がある
と言えるのである
。研究方法としては，自己学習能力
を育てることを意図した教育実践を手がかりに授業構
成を解明する方法と
，解明された授業構成の仮説を実
験授業によって検証する方法が考えられるのである
。
そこで
，本研究では，まず「自己学習を促す」事例
の
一つとして指摘されている「オープンスクール」の
授業実践を検討し
，授業構成を解明する。そして，解
明された授業構成の仮説を実験授業によって検証する。
（2）自己学習能力の育成を意図した先行実践の検討
ここでは
，検討対象として愛知県知多郡東浦町立緒
川小学校（以下
，「緒川小学校」と略す。）における
「総合的学習」の授業実践を取り上げる。゜
緒川小学校を取り上げた理由は
，次の二つである。
第
一に，同校は，オープンスクールとしての研究・
実践を
，昭和53年度から継続的に進めているからであ
る
。第二に，オープンスクールとしての同校の研究・
実践は，「‾画期的」として高く評価されているからで
ある。Ｏ
また
，「総合的学習」を取り上げたのは，「総合的学
習
」が「子どもたちの興味・関心を優先させ，生活経
験に根ざした主題のもとに展開される学習である
」と
説明されているからである
。Ｏ前述したように自己学
習能力の育成にあたっては
，児童の知的好奇心を刺激
し
，匚学びたい」という動機を形成することが重要で
あった
。学習が児童の厂興味・関心を優先」させて展
開される「総合的学習
」を検討することによって，自
己学習能力を育てる授業構成についての示唆が得られ
るのではないかと考えるのである
。
緒川小学校の「総合的学習」の実践を見ると
，以下
のような特徴を指摘できる。
①　授業目標では
，学習課題に対する実践的な態度形
成
，情意的な深まりが重視されている。また，学習
過程における指導でも
，知識の習得とともに学習に
対する自律的な取り組み
，学習活動場面での自主性，
集団による協力協同が重視されている
。
②　学習課題は多面的な発展が可能な
，大きなテーマ
が設定されている。
③　学習対象は
，動植物，人体，食物と食生活，食糧
問題
，食品添加物，農薬問題，野性動物保護，戦争
と平和など，教科の枠を越えて多領域にわたってい
る。
④　学習課題の選択は
，個人や学級で行われる。
⑤　学習のひとまとまりの期間が長い
。
⑥　学習形態では
，一斉授業の他，グループ学習，個
人学習が取り入れられている。
⑦　多様な学習形態に対応して
，ティームティーチン
グを取ることもある。
⑧　ビデオの視聴
，読書，栽培，飼育，計測，調査，
実験
，発表，討論，作文，絵本づくりなど，多様な
学習活動が取り入れられている。
⑨　児童の興味にそって学習を深めたり
，次のテーマ
に発展したり
，心情的な表現活動に高めたりするな
ど
，連続的に学習活動が組織されている。
このような厂総合的学習
」の実践的特徴を，自己学
習能力の構造と関連させて検討すると，次のように言
えるＯ
第一に，児童や興味や関心を示す主題のもとに学習
内容を再構成すること
，体験的な学習活動を積極的に
取り入れることによって，児童の知的好奇心を触発，
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継続，強化している。
第二に，主題を探求するように学習内容や教材が選
択され，構成されることによって，児童の知的好奇心
の拡散が防止され，成就感や充足感が体得される。
第三に，児童の問いを解決するように学習内容や教
材，学習活動が構成されることによって，学ぶ意味が
児童に自覚され，獲得される知識や技能は実践的な態
度形成を促している。そして，このような児童の質的
変容が，学習による効力感を高めている。
（3 ） 自 己 学 習 能 力 の 育 成 を め ざ し た 総 合 学 習 の 構 想
前 述 し た 緒 川 小 学 校 に お け る 匚総 合 的 学 習 」 の 授 業
構 成 に も と づ い て ， 総 合 学 習 「地 球 と 私 た ち 」 を 以 下
の よ う に 仮 説 的 に 構 想 し た 。
学 習 内 容 は ， 現 代 社 会 の 生 活 様 式 と 大 量 生 産 大 量 消
費 （ 廃 棄 ） に よ る 資 源 エ ネ ル ギ ー の 浪 費 の 問 題 と を 関
連 づ け ， 獲 得 し た 知 識 が 環 境 に 配 慮 し た 生 活 や 行 動 に
結 び っ く こ と を 意 図 し て ， 主 題 に 関 連 す る 学 習 指 導 要
領 の 内 容 を 再 構 成 し たに
の 学 習 で ， 児 童 に 理 解 さ せ た い 具 体 的 内 容 ， 及 び
そ の 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。
○　 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 （廃 棄 ） 社 会 に お け る 私 た ち
の 生 活
○　 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 （廃 棄 ） が 引 き 起 こ す 地 球 環
境 ， 地 域 環 境 の 破 壊 と 汚 染
○　 環 境 問 題 を 引 き 起 こ し て い る 社 会 や 経 済 の し く み
と 背 景
○　 環 境 に 配 慮 し た 生 活 や 行 動
○　 環 境 に 配 慮 し た 社 会 や 経 済 の し く み を つ く る 努 力
学 習 指 導 過 程 は ， 次 の 三 つ の 視 点 か ら 構 想 し た 。
第 一 に ， 主 題 に 対 し て 探 求 的 に 構 成 し た
Ｏ
本 学 習 で
獲 得 さ れ る 知 識 が ， 児 童 の 日 々 の 生 活 や 生 き 方 に 結 び
つ く こ と ， 児 童 の 興 味 や 関 心 の 拡 散 を 防 ぐ こ と ， 児 童
が 学 ぶ 喜 び を 実 感 で き る こ と を 意 図 し て ， 地 球 と 人 間
と の か か わ り を 探 求 す る よ う に 授 業 を 構 成 し た
Ｏ
第 二 に ， 問 題 解 決 的 に 構 成 し た 。 問 題 を 解 決 す る た
め に 聞 く， 調 べ る ， 学 ぶ と い う 主 体 的 な 学 習 姿 勢 を 引
き 出 す こ と ， 学 習 の 必 然 性 を 明 確 に し ， 学 ぶ 意 欲 を 持
続 さ せ る こ と を 意 図 し て ， 児 童 が 持 つ 問 い を 解 決 す る
過 程 と し て 構 成 し た 。
第 三 に ， 体 験 的 な 学 習 を 取 り 入 れ た 。 児 童 の 知 的 好
奇 心 を 触 発 し ， 学 ぶ 意 欲 を 引 き だ す こ と ， 事 実 に 対 す
る 認 識 を 確 か な も の と す る こ と ， 豊 か な 感 性 を 育 て る
こ と を 意 図 し ， 見 る ， 聞 く ， 歩 く ， 実 験 す る と い っ た
体 験 を 取 り 入 れ た 。
な お ， 本 学 習 の 目 標 と 指 導 計 画 は， 以 下 の 通 り で あ
る 。⑧
＜本学習の目標＞
［総合目標］
○　環境問題への関心を深め，環境の保護と改善に進
んで参加しようとする意欲を持つ。
＜指導計画（32時間扱い）＞
小単元「１本の缶コーラから…」　　　　　…12時間
小単元「今，地球では…」　　　　　　　　…12時間
小単元「地球と私たち」　　　　　　　　　…８時間
３．自己学習能力を育てる総合学習の展開
（1） 授業実践の概要
総合学習「地球と私たち」の授業 は，次のように行
なわれた。
小単元「１本の缶コーラから…」では，まず缶コー
ラの生産量や消費量を調べ，缶コーラが大量に生産さ
れ，消費されていることを知った。次に，空き缶の行
方を追い，草加市の処理施設（草加市クリーンサイク
ルセンター）を見学した。処理施設の見学後，「空き
缶はどのようにリサイクルされのか」，厂どうしてリサ
イタルされるのか」という新たに生まれた問題を解決
するために，空き缶のリサイクル過程や生産過程を調
べた。
最後に，缶，びん， ペットボトルのコーラのいずれ
かを自分で購入し，飲みながら話し合った。話し合い
では，それぞれの容器を選んだ理由やそれぞれの容器
の利点について発表させ，意見を交換した。
小単元「今，地球では…」で は，まず『未来への約
束』というビデオを視聴した。Ｏ次に，『未来への約束』
で指摘されていた環境問題や，自分が関心を持ってい
る環境問題の中から学習課題を選択し，調べ，発表会
を行なった。
児童が選択した課題は，以下の通りである。
「再生紙って知ってる」
「森が消えていく」
「世界のリサイクル　日本のリサイクル」
「日本の古紙回収率」
「ゴミの増加と人に害を与えるゴミ」
厂オゾン層 の破壊」
厂今，緑があぶない」
「大気汚染」
「日本の自然破壊と保護運動」
「外環から公害を考える」
「酸性雨」
「日本の自然を守ろう」
「環境保護」
「緑の自然を守ろう」
「ゴミがなぜふえつづけるのか」
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「‾熱帯雨林の破壊がどのくらい進んでいるのか」
小単元匚地球と私たち」では，まず，環境保護の運
動を進めている埼玉県生態系保護協会の方の話
，匚野
鳥の会」に参加し活動している同学年児童の話を聞
いた。次に，学習したことを演劇「地球と私たち」に再構成し，上演した。
（2）小単元「１本の缶コーラから…」の授業の展開
小単元匚１本の缶コーラから…」の授業の概要は，
次の通りである。
第１時で缶コーラを飮みながら，コーラや缶につい
て話し合った
。話し合いでは，コーラについて知って
いること知りたいこと
，缶を見て気付いたこと疑問に
思ったことなどが出された
。具体的には，「‾どのくら
い缶コーラが作られているのか」，匚缶コーラは，どこ
で作られているのか」といった生産に関すること，
厂缶コーラの値段が違うのはどうしてか」，「昔はびん
しかなかったのに，今は缶やペットボトルがあるのは
どうしてか
」といった流通に関すること，「どうして
コカコーラという名前がっけられたのか」，「缶の色は
どうして赤なのか
」といった販売に関すること，厂缶
コーラのふたの所が取れるのと取れないのがあるのは
どうしてか
。また，どうして取れないようにしたのか」，
厂この缶が捨てられるとどういうふうにリサイクルさ
れて
，何に作りかえられるのか」といったリサイクル
に関することなどが出された
。そして，それぞれの疑
問を解決するために
，「コーラエ場に聞く」，匚よく知っ
ている人（友達のお母さんやお姉さん）に聞く
」，
「（リサイクルのために設置されている）機械を調べる
」，
「自動販売機に缶コーラを入に来人に聞く」，厂お
店の人に聞く
」といった調査方法がとられた。
第２
，３時では，児童の調べた調査結果が発表され，
交流された
。次に，飲み終わった空き缶の処分につい
て
，日常生活の経験を交流しあった。ここでは，「家
のゴミ箱に捨てて
，ゴミの日に出す」，匚ポイ捨てする」，
「‾自動販売機の横にある空き缶入れに捨てる」などが
出された
。さら，匚ゴミの日には缶とびんとが分け
て出される」こと，「空き缶やびんの入ったカゴをト
ラックが回収する」ことなど，草加市のゴミの分別回
収の一端が確かめられた。しかし，その後のことは分
からなかったので
，改めて調べることになった。
第４～６時では，児童が調べてきた草加市クリーン
リサイクルセンターを見学した。児童は父母やゴミを
回収する人に尋ねだり
，草加市の広報などを見たりし
てクリ
ンーリサイクルセンターの所在を突きとめた。
この調査によって
，「‾回収された缶やびんはクリーン
リサイクルセンターに集められること」，「‾缶はつぶし
た後，びんは色や種類ごとに分けられた後，業者が引
き取っていくこと」などが明らかになった。
第７，８時では，クリー ンリサイクルセンターを見
学した感想を話し合い，作文にまとめた。話し合いで
は，クリー ンリサイクルセンターでの騒音や悪臭，量
の多さなどが強烈な印象として残っていることが発表
された。また，「ゴミの量が年々 増えていること」，
「ゴミを処分するためにたくさんのお金がかかってい
ること」，匚スチー ル缶は建築用の鉄筋として，アルミ
缶は缶などに再生されること」，「割れてないびんはそのまま，割れたびんは溶かして再利用されること」な
どが出された。さらに，新たな疑問として，厂引き取
られた空き缶はどのようにリサイクルされているのか」，
「どうしてリサイクルされるのか」という二つの問題
が出された。そこで，この問題を解決するために，ク
リー ンリサイクルセンター から空き缶を引き取ってい
る業者を調べ，聞いてみることになった。
第9, 10時では，匚引き取られた空き缶はどのよう
にリサイクルされているのか」，「どうしてリサイクル
するのか」という二つの問題について，児童が調査し
た内容を発表，交流した。また，空き缶のリサイクル
を進める団体から送ってもらったビデオの視聴を行っ
た。さらに，新聞で報道されたアルミニウムの生産に
伴う環境破壊について紹介した。゜
これらの調査やビデオの視聴によって，「スチー ル
缶は主に鉄筋に
，アルミ缶はやかんやフライパン，自
動車や電車の部品などに再生されること」，匚スチール
缶は60％ぐらいリサイクルされていること」，「アルミ
缶の材料になるアルミは，ほとんど輸入に頼っている
こと」，厂アルミを作るのにはたくさん電気を使うこと」，匚日本に輸出するアルミニウムの生産，及び生産施設
の建設に伴って環境破壊が進行していること」，「空き
缶を溶かす業者と製品を作る業者が違うこと」などが
明らかになった。
第11, 12時では，缶，びん，ペットボトルといった
異なる容器に入ったコー ラを各自が購入し，持ち寄り，
飲みながら話し合った。話し合いでは，まずそれぞれ
の容器を買った理由，次にそれぞれの容器の「いいところ」を発表しあい，話し合った。「缶」派は，「びん
より割れにくい」，匚量がちょうどいい」，「リサイクル
できる」，「‾手に入りやすい」，匚安い」，「便利」，「どこ
にでも売っている
」，匚手軽に持っていける」といった
ことを主張した。「びん」派は，「再利用できる」，厂量
がちょうどいい」といったことを主張した。「ペット
ボトル」派は，匚量がたくさんある」，「値段が手ごろ」
といったことを主張した。
話し合いの最後に，本小単元の学習について感想を
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発表しあった。発表にあたって，日本経済新聞が実施
した日本
，アメリカ，ヨーロッパにおける「‾消費者調
査
」の中で明らかになった，アメリカの消費者の高い
環境保護意識を紹介し，各自の感想を求めた。Ｏ
４。自己学習能力を育てる総合学習の検討
（1）授業実践の検討
総合学習匚地球と私たち」について，「児童はどの
ように授業を評価しているか
」，「効力感（向上心）を
高めることができたか
」といったことを調べるために，
授業終了後アンケートを実施した。アンケートは，小
単元「１本の缶コーラから…」にしぼって実施した。
「『１本の缶コーラから…』の勉強はどうでしたが」
という設問に対して
，児童は次のように答えている。
授業が「おもしろかった
」と答えた児童は29人(85.
3%),「つまらなかった」と答えた児童は１人（３％）
「どちらともいえない」と答えた児童は４人（1L7％）
であった。
匚おもしろかった」理由として，厂知らなかったこと
がたくさん分かったし，勉強していろいろびっくりす
ることがあったから」，匚今まで缶について知らないこ
とがあったけど
，知ることができたから」，厂意外なこ
とが分かって楽しかったから」というように，15人(44%)の児童が学習内容に関連する理由を指摘して
いる。
また
，「缶やびんやペットボトルに分かれて話し合っ
たときがおもしろかったから」，「リサイクルエ場やび
んをリサイクルしている所に行ったり話とか聞いたり
できたから
」，「缶コーラを飲みながら気付いたことを
話し合ったのがおもしろかったから」というように，19人(56%)の児童が学習方法に関連する理由を指摘
している。
厂つまらなかった」理由として
，「つまらないことが
あったから」と指摘されている。
「どちらともいえない
」理由として，「おもしろいと
ころもあったけど，おもしろくないところもあったか
ら
」，「調べる時はおもしろいけど，資料をさがしてい
る時（資料が）あまりないから」，「‾調べるのがめんど
くさかったから」などが指摘されている。
このような児童の感想を検討すると，次のようなこ
とが指摘できる。
第
一に，本学習の学習内容は，児童にとって日々の
生活と結びついた発見的感動的なものであり
，一連の
知識の獲得が自らの生活を見つめ直すきっかけとなっ
ていると言える。
このような変容は，教材として選択した缶飲料を探
求することによって，リサイクルの仕組みやその必要
性に対する理解を深め
，環境保護に対する消費者とし
てのあり方を選択的に考えたからであると言える
。
第二に
，「調べれば調べるほど知りたいことが増え
ていった」と指摘されているように，問題解決的な構成は児童の主体的な学習への関与を促していると言え
る。
第三に
，児童の問題意識と結びついた見る，聞く，
調べるといった体験的な学習は
，児童の知的好奇心を
強め，理解を深める上で効果的であったと言える。
（2）児童の変容
匚『１本の缶コーラから…』の勉強で，自分の役に立っ
たことはありますか」という設問に対して，児童は次
のように答えている。
厂自分の役に立ったこと」が「ある」と答えた児童
は
，27人(79.4%)であった。「役に立ったこと」と
して
，匚この勉強をしていて，びんが一番リサイクル
しやすいと聞いたことが自分では役にたったことと思
います
」，匚缶は道に捨てないでちゃんとゴミ箱に入れ
ればまたリサイクルできるということを知ったこと」，匚ゴミの問題までみんなで考えて，ふだんの生活の中
で反省する点を知ることができた
」，匚リサイクルセン
タ
のー仕事の大変さやゴミの量の多さ，地球があぶな
いことがよく分かった」というように, 44%の児童試
知識の獲得によって社会的視野が広がったことを
，
「役に立ったこと」として指摘している。
また
，匚前までは空き缶をポイすてしていたけど，
缶について勉強するようになってポイすてしないよう
になった」，「前は母がやっていたけど，缶を水ですす
いでから出すようになった
」，匚ちゃんと分別して捨て
られるようになった」，匚缶ジュースよりもびんジュー
スを飮むようになった」というように, 56%の児童が，
学習によって自分の行動や態度が変容したことを
，
「‾役に立ったこと」として指摘している。
上記のような児童の質的変容と効力感との関連を検
討すると
，次のようなことが指摘できる。
第
一に，児童の知的欲求にもとづいて新しい知識が
獲得されたり
，不確かな知識が修正されたりすること
は，効力感を高めると言える。
第二に
，学習内容と結びついた自発的な態度や行動
の変容は，効力感を高めると言える。
また
，知識の獲得と態度や行動との関連を見ると，
厂前は空き缶をポイ捨てしていたけど，缶について勉
強するようになってポイ捨てしないようになった」，
「‾リサイクル
エ場に行って，かんやびんなどはリサイ
クルされていることが分かったので
，ちゃんとかんや
びんは分けて捨てるようにした」というように，獲得
-29-
された知識による社会的な視野の拡大が，児童の態度
や行動の変容を促していると言えるのである。
５。おわりに
本小論では，仮説的に構想した総合学習「地球と私
たち」の授業実践を手がかりに，自己学習能力を育て
る総合学習の授業構成を，認知心理学的視点から考察
した。このような本研究は，認知心理学の研究成果を
援用して自己学習能力の構造を明らかにしたこと，自
己学習能力の構造と総合学習の授業目標や学習内容，
及び学習方法といった授業構成との関連を明らかにし
たところに意義が認められる。しかし，総合学習の授
業実践は各地で多様に進められており，これらの授業
実践の分析・検討がなされていないところに研究の限
界がある。したがって，今後の課題は，多様な総合学
習の授業実践を分析・検討し授業構成の一般化をはか
ること，解明された授業構成にもとづき授業の開発を
進めることなどが考えられる。
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